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・地域の有形無形の文化財により証明される

地域のストーリーを、

「日本遺産」として認定する国の制度。

・全国で１０４件が認定。

・根室管内標津町・根室市・別海町・羅臼町は、

「鮭の聖地」の物語～根室海峡一万年の道程～

というタイトルで令和2年6月に認定。

１．日本遺産とは



特徴１ タイトルの「鮭の聖地」という表現は
アイヌの伝承に由来するもの

鮭は知床の沖にいるカムイ(神様）が

袋の中の魚の骨や鱗を海にばらまくと

それがみるみる鮭の姿になって

人々の住む村のある川にのぼってくる

２．「鮭の聖地」ストーリーの特徴



２．「鮭の聖地」ストーリーの特徴

特徴２ ストーリーの舞台である
根室海峡沿岸の自然も含めたストーリー



特徴３ 縄文時代から近代まで、一万年の歴史を
人と鮭との関わりに焦点をあてまとめたストーリー

２．「鮭の聖地」ストーリーの特徴



6伊茶仁カリカリウス遺跡



7根室半島チャシ跡群



8

俄羅斯舩之圖

夷酋列像



9

標津番屋屏風



缶詰ラベル



野付湾の打瀬網漁



海辺の牛舎跡



根室の昆布漁



旧奥行臼駅逓所



旧別海村営軌道風蓮線
奥行臼停留所



旧根室標津駅転車台



根釧台地の酪農建造物群



根釧台地の格子状防風林







世界的価値を有する
自然環境

知床半島

野付半島

春国岱

シマフクロウ

オオワシの群れ

羅臼沖の鯨類

一万年の歴史の上に
築かれた一次産業

縄文文化

オホーツク文化

アイヌ文化

江戸時代北方交流

明治の水産史

大正以降の内陸開拓史

根室地域の自然と歴史文化の特徴

サ ケ川を通じ海と大地の
栄養循環を担う

一万年の人の営みと
密接に関わる

エビ カニ コンブ サンマ ミルク

etc..

ホタテ

サケ漁の盛衰と表裏の関係





認定ストーリー
鮭の聖地を象徴する
12のエピソード

認定各市町を象徴する
エピソード

根室市 別海町

標津町 羅臼町

①認定ストーリーを総論としたサブストーリー体系の設定



認定ストーリー
鮭の聖地を象徴する
地域生産品８品目

②認定ストーリーを象徴する地域生産品のサブストーリー
地域生産品視点での
ストーリー再編集

鮭 鱒

昆布 エビ

ホタテ カニ

牛肉 乳製品



「鮭の聖地」ストーリーをテーマとした
根室海峡沿岸のエコミュージアム化



世界水準の自然に秘められた
根室地域の魅力の深層は
「知る」ことで気づく

「知る」ための鍵となるのは
「日本遺産」と「地域ガイド」


